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102 血清，心臓のChEとCa及びK 札幌医誌1955
或る意味で反対の役割を果しているにもかかわらず，この
実験結果はK：とCaとがChEに対して何れも同傾向の影．
響を与えていることになる。
　以上の事実を総括して考察するに，強心配糖体のChE
活性に及ぼす作用が血清内Kの増加と無関係ではあり得
ないかも知れないが，しかし少くとも強心配糖体のChE
に及ぼす作用をKまたはCaの変動と密接に結付けて考え
る訳には行かないものと思われる。
結 論
　モルモットにKCI及びCaC12溶液をその致死量に達す
るまで静脈注射を行い，死亡直前の血清，心房及び心室の
ChE活性を測定して次の結果を得，またその機序：につい
て若干の考察を行った。
　1．KCI及びCaCLはモルモツ1・血清ChE活性を抑制
した。
　2．KCI及びCaCltはモルモツ1・心房ChEに対して何
等の影響も及ぼさなかった。
　3．KCI及びCaC12はモルモツ．ト心室ChEに対して軽
度の抑制作用を．呈した。
　4．KCI及びCaC12がChE－ACh系に対する態度につい
て考察を行った。　　　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和30．8．工受付ウ
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Summary
　　Potassium　chloride　and　calcium　chloride　were　administered　intravenously　to　guinea
pigs　at　intervals　of　five　minutes　to　death，　and　cholinesterase　activity　of　serum　and　heart
was　determined　with　manometric　techniques．
　　Data　indicated　that　potassium　and　calcium　inhibited　cholinesterase　of　serum　markedly
and　that　of　ventricle　slightly，　but　cholinesterase　of　auricle　was　influenced　by　neither
potassium　nor　calcium．　A　discussion　was　made　on　the　behaviour　of　po’tassium　and
calcium　against　the　ChE－ACh　system．
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